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道
路
は
、
国
民
生
活
を
豊
か
に
し
、
活
力
あ
る
社
会
経
済
活
動
を
支
え
る
最
も
基
本
的
な
社
会
資
本
で
あ
り
、
そ
の
整
備
に

対
し
て
国
民
か
ら
強
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。 

し
か
し
、
首
都
圏
の
多
く
の
道
路
で
は
、
交
通
渋
滞
に
よ
る
多
大
な
時
間
損
失
、
経
済
損
失
の
ほ
か
、
沿
道
環
境
の
悪
化 

 
 

な
ど
、
国
民
の
生
活
や
産
業
活
動
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。  

こ
れ
ら
を
改
善
す
る
た
め
、
都
市
機
能
を
回
復
し
、
地
域
経
済
に
好
循
環
を
も
た
ら
す
首
都
圏
三
環
状
道
路
を
は
じ
め
と
す

る
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
早
期
に
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。 

特
に
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
（
圏
央
道
）
の
整
備
は
、
経
済
活
動
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
、
生
産
拡
大
に
資
す
る 

 
 

 

と
と
も
に
、
企
業
立
地
の
促
進
や
新
た
な
観
光
需
要
の
創
出
な
ど
、
経
済
に
好
循
環
を
も
た
ら
す
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
発
揮
し
、

国
際
競
争
力
の
強
化
や
地
方
創
生
の
実
現
に
資
す
る
な
ど
極
め
て
有
用
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
令
和
元
年
房
総
半
島
台
風
で
は
、
三
環
状
道
路
の
整
備
に
よ
り
、
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
が
強
化
さ
れ
、
放
射
道
路
が

寸
断
し
た
場
合
の
都
心
へ
の
迂
回
経
路
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後
予
測
さ
れ
る
首
都
直
下
地
震
な
ど
の
大
規
模

災
害
時
に
お
け
る
交
通
機
能
を
確
保
し
、
我
が
国
の
交
通
の
東
西
分
断
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
圏
央
道
全
線
の
早
期
完
成
が
不
可
欠
で

あ
る
。 

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
建
設
促
進
会
議
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
「
新
た
な
日
常
」
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、

ス
ト
ッ
ク
効
果
を
最
大
限
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
も
、
圏
央
道
の
整
備
に
つ
い
て
次
の
事
項
を
強
く
要
望
す
る
。 

  

一
、
釜
利
谷
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
（
仮
称
）
戸
塚
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
、
（
仮
称
）
栄
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
・
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン
か
ら
藤
沢
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
及
び
大
栄
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
松
尾
横
芝
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
に
つ
い
て
、

よ
り
一
層
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
早
期
か
つ
確
実
に
全
線
を
開
通
さ
せ
る
こ
と
。 

 

一
、
暫
定
二
車
線
区
間
の
久
喜
白
岡
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
大
栄
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
間
に
つ
い
て
は
、
早
期
に
四
車
線
化
を
完
了
さ

せ
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
松
尾
横
芝
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
木
更
津
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
に
つ
い
て
は
、
時
間
信
頼
性
の

確
保
や
事
故
防
止
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
代
替
性
確
保
の
観
点
に
加
え
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
拡
充
に
よ
る
生
産
性
向
上
の

視
点
も
踏
ま
え
、
早
期
に
四
車
線
化
を
図
る
こ
と
。
特
に
事
業
化
さ
れ
て
い
る
松
尾
横
芝
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
東
金

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
間
に
つ
い
て
は
一
日
も
早
く
四
車
線
化
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
。 

 

一
、
坂
東
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
（
仮
称
）
、
神
崎
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
（
仮
称
）
及
び
山
武
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
（
仮
称
）
、
狭
山

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
拡
張
に
つ
い
て
、
道
路
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
に
も
、
早
期
供
用
を
図
る
こ
と
。 

 

一
、
直
轄
事
業
の
推
進
と
併
せ
て
、
高
速
道
路
会
社
を
積
極
的
に
活
用
し
、
早
期
完
成
を
図
る
こ
と
。  

 

一
、
自
然
環
境
、
沿
道
環
境
等
に
十
分
な
配
慮
を
行
う
こ
と
。  

 

一
、
平
成
二
十
八
年
及
び
令
和
四
年
か
ら
導
入
さ
れ
て
い
る
圏
央
道
を
含
む
首
都
圏
の
高
速
道
路
の
新
た
な
料
金
体
系
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
、
交
通
等
に
与
え
る
影
響
を
検
証
し
た
上
で
、
利
用
者
の
負
担
増
へ
の
配
慮
や
物
流
の
効
率
化
の
観
点
も
含

め
、
一
体
的
で
利
用
し
や
す
い
料
金
体
系
の
実
現
に
取
り
組
む
こ
と
。 

 

一
、
圏
央
道
を
は
じ
め
と
す
る
首
都
圏
三
環
状
道
路
や
そ
れ
ら
の
ア
ク
セ
ス
道
路
な
ど
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
人
・
物
の
平
常
時
・

災
害
時
を
問
わ
な
い
安
定
的
な
輸
送
を
確
保
す
る
た
め
の
基
幹
と
な
る
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
に
資
す
る
事
業
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
重
点
的
な
投
資
を
図
る
こ
と
。 

 

一
、
予
防
保
全
型
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
持
続
的
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
予
算
と
新
た
な
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
。 

 

一
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
に
必
要
な
予
算
・
財
源
を
確
保
し
、
計
画
的
に
事
業
を
推
進
す
る 

と
と
も
に
、
５
か
年
加
速
化
対
策
後
も
予
算
・
財
源
を
通
常
予
算
と
は
別
枠
で
確
保
し
、
継
続
的
に
取
り
組
む
こ
と
。 

 

一
、
道
路
整
備
・
管
理
が
長
期
安
定
的
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
新
た
な
財
源
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
令
和
五
年
度
道
路
関
係
予

算
は
、
所
要
額
を
満
額
確
保
す
る
こ
と
。 

 

右
、
決
議
す
る
。 

 

令
和
四
年
十
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
建
設
促
進
会
議 


